
労
働
分
配
率
は
低
下

賃
上
げ
が
必
要

内
閣
府
は
１
月
14
日
、
日

本
経
済
の
決
算
書
に
あ
た
る

03
年
度
国
民
経
済
計
算
の
デ
ー

タ
の
一
部
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
に
、
03
年
度
の
日
本

の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
１
・

３
兆
円
で
、
２
年
ぶ
り
に
５

０
０
兆
円
台
を
回
復
し
、
全

体
の
経
済
規
模
で
は
米
国
に

次
ぐ
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
国
民
所
得
は
、

企
業
所
得
が
前
年
度
比
１
０
・

２
％
増
と
大
幅
に
伸
び
た
が
、

雇
用
者
報
酬
は
同
１
・
０
％

減
と
３
年
連
続
で
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企
業

収
益
の
う
ち
雇
用
者
の
給
与

な
ど
に
配
分
し
た
割
合
を
示

す
労
働
分
配
率
は
前
年
度
か

ら
２
ポ
イ
ン
ト
減
の
71
・
６

％
と
な
り
、
企
業
収
益
の
改

善
が
家
計
ま
で
行
き
渡
っ
て

い
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
労
働
分
配
率
に
関
し

て
、
１
月
19
日
付
「
日
経
」

が
報
道
し
た
日
本
総
合
研
究

所
の
調
査
で
は
「
２
０
０
４

年
７
月
～
９
月
期
は
62
・
４

％
」
と
な
っ
た
と
発
表
し
て

い
ま
す
。
政
府
発
表
よ
り
、

さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
事
を

示
し
て
い
ま
す
。

05
春
闘
の
要
求
項
目

労
働
分
配
率
の
低
下
は
春

闘
で
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
て
こ

れ
な
か
っ
た
状
況
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
組
合
員
の
生
活

は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
春
闘
で
は
最
低
で

も
次
の
要
求
を
掲
げ
る
べ
き
、

と
考
え
ま
す
。

①
「
ベ
ア
」
要
求
の
正
当

性
を
明
ら
か
に
し
、
ベ
ア
要

求
を
掲
げ
る
べ
き
で
す
。

②
40
歳
最
低
賃
金
21
万
９

０
０
０
円
で
は
低
す
ぎ
、
引

き
上
げ
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

③
一
時
金
は
「
賃
金
政
策

17
ヶ
月
」
に
基
づ
き
、
年
間

５
ヶ
月
以
上
の
獲
得
目
標
を

掲
げ
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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賃
上
げ
要
求
は
必
要
！

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
労
働
組
合
は
ど
ん
な

役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。

05
春
闘
を
め
ぐ
る
動
き

の
中
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
１
月
18
日
に

日
本
経
団
連
と
連
合
の
首
脳

懇
談
会
が
開
か
れ
、
連
合
は

「
業
績
回
復
は
働
く
人
の
犠

牲
と
貢
献
の
上
に
成
り
立
っ

て
お
り
、
雇
用
や
労
働
条
件

に
還
元
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と

主
張
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
上
場
企
業
の
05
年
３

月
期
連
結
経
常
利
益
は
２
年

連
続
で
過
去
最
高
が
見
込
ま

れ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
連
合
は
４
年
連

続
ベ
ア
統
一
要
求
を
見
送
る

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
民

間
大
手
産
別
労
組
で
は
私
鉄

総
連
の
み
が
、
定
期
昇
給
相

当
分
２
・
１
％
、
ベ
ア
１
５

０
０
円
を
要
求
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
国
税
庁
調
査

で
も
６
年
連
続
で
民
間
給
与

所
得
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

高
い
組
合
費
を
払
い
続
け
て

い
る
組
合
員
の
切
実
な
気
持

ち
を
労
働
運
動
に
反
映
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

集積回路

電
機
連
合
は
１
月
27
日
～
28
日
に
中
央
委
員
会
を
開
催

し
春
闘
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
日
立
労
組
は
２
月
始
め
に
要

求
案
が
提
案
さ
れ
、
２
月
16
日
に
要
求
を
提
出
し
、
３
月
16

日
の
回
答
指
定
日
の
日
程
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

05
年
春
闘
が
始
ま
り
ま
し
た



賃上げ要求額
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１万未満 １万円 ２万円 ３万円 ４万円 ５万円以上 NA

生活実感の実態

23.8

40.3

29.8

1.1

3.8

1.1

かなり苦

しい

やや苦しい

まあま

あだ

電
機
労
働
者
懇
談
会
は
、
12
月

～
１
月
に
か
け
て
全
国
の
電
機
の

職
場
で
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
活

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
日
立

関
連
の
職
場
か
ら
も
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

生
活
の
苦
し
さ
63
％

生
活
は
「
か
な
り
苦
し
い
」

「
や
や
苦
し
い
」
を
合
わ
せ
る
と

63
％
に
も
な
り
、
賃
上
げ
が
無
く

な
っ
て
か
ら
、
生
活
の
苦
し
さ
を
訴

え
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
要
求
は
３
万

春
闘
で
の
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
を
定
着

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
賃
上

げ
を
求
め
る
声
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
、
ピ
ー
ク
は
３
万
円
で
、
平
均
で

は
２
・
６
万

円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
残
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
寄

せ
て
く
れ
た
中
で

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

の
実
態
を
告
発
し
た

人
の
割
合
は
16
％
で
、

最
高
は
２
０
０
時
間

も
あ
り
、
多
く
は
40

時
間
未
満
の
サ
ー
ビ

ス
残
業
が
70
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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１月29日(土)電機労働者懇談会は「賃上

げを勝ち取り、生活悪化にストップを！」

のスローガンをかかげて「０５春闘勝利、1.

29電機のつどい」を開催しました。

◆春闘をめぐる情勢の特徴
①大増税、健保・年金改悪や、雇用不安が

続いています。

②企業の利益は回復し、ベア獲得のチャン

スです。

③総人件費削減策で職場には怒りがいっぱ

い。

④憲法改悪の動きが急になっており、憲法、

平和、民主主義を守る闘いを構築すること

が求められています。

◆職場要求と闘い方
①誰もが時間当たり100円以上の賃金引き上

げを求めます。

②賃金頭打ちや、賃下げを含む「賃金・処

遇改訂」に反対します。

③長時間労働に反対し、サービス残業の根

絶を求めます。

集いでは、春闘アンケートに寄せられた

切実な願いを実現させていく取り組みを全

国の職場で強化することを確認しました。

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
切
実
な
願
い

電機懇「１.２９電機のつどい」を開催



職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
へ
ル
ス
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

04
年
８
月
20
日
に
財
団

法
人
社
会
経
済
生
産
性
本

部
が
発
表
し
た
調
査
結
果

『
04
年
「
産
業
人
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
白
書
」
要
約
版
』

で
は
、
『
最
近
３
年
間
の

企
業
に
お
け
る
「
心
の
病
」

は
、
約
６
割
の
企
業
が

「
増
加
傾
向
」
』
『
「
心

の
病
」
に
よ
る
「
１
ヶ
月

以
上
の
休
業
者
」
は
、
66
・

８
％
の
企
業
で
存
在
』

『
最
も
多
い
疾
患
は
「
う

つ
病
」
』
『
「
心
の
病
」

が
最
も
多
い
年
齢
層
は
、

約
半
数
の
企
業
が
「
30
代
」
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
多
く
発
症

身
近
な
所
で
は
、(

日
立

超
Ｌ)

に
お
け
る
精
神
神
経

症
に
よ
る
休
業
者
数
は
日

立
グ
ル
ー
プ
平
均
の
倍
近
く

あ
り
、
毎
月
10
名
～
20
名
弱

が
休
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
で
も
同
様
の
休
業

者
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
は
回
復
し
て
か

ら
も
再
発
す
る
こ
と
が
多
く
、

治
療
よ
り
も
予
防
が
重
要
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
内
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

講
習
会
の
開
催
な
ど
も
行
な

わ
れ
徐
々
に
重
視
さ
れ
て
来

て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
精

神
疾
患
の
発
生
原
因
や
対
策

方
法
な
ど
に
つ
い
て
社
員
の

中
に
十
分
浸
透
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

調
査
に
よ
る
と
、
30
代
で

は
他
の
年
代
に
比
べ
て
『
仕

事
が
つ
ら
く
て
と
て
も
疲
れ

る
』
『
職
場
に
い
る
と
き
は
、

い
つ
も
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が

な
い
』
『
定
年
後
の
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
』
『
現

在
の
待
遇
に
と
て
も
不
満
で

あ
る
』
人
が
増
加
し
て
お
り
、

将
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ら
れ

ず
精
神
的
な
負
担
や
不
安
が

強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

効
果
あ
る
対
策
を

会
社
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
目
的
と
し
て
、
『
不

調
者
・
病
人
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
』
よ
り
も
『
労
災
・

事
故
等
の
発
生
防
止
』
『
疾

病
予
防
・
健
康
の
保
持
増
進
』

を
重
視
し
て
い
る
会
社
が
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
ン
ケ
ア(

管
理
監
督
者

に
よ
る
部
下
へ
の
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
の
こ
と
。
個
人
の
努
力

に
よ
る
も
の
は
「
セ
ル
フ
ケ

ア
」)

を
重
視
し
、
管
理
職

が
『
業
務
内
容
（
仕
事
の
質
）

の
管
理
』
『
能
力
発
揮
の
た

め
の
育
成
・
指
導
』
を
し
っ

か
り
行
な
っ
て
い
る
会
社
が

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
は
予
防
す
る
活

動
が
大
切
で
す
。
一
度
、
職

場
の
環
境
な
ど
を
振
り
返
り
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【参
考
】

◆
財
団
法
人

社
会
経
済
生
産

性
本
部

メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
研

究
所

http://w
w
w
.js-m
ent

al.org/

◆
04
年
「産
業
人
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
白
書
」要
約
版

http://

w
w
w
.js-m
ental.org/teigen/

2004hakusyo.pdf

◆
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

http://hom
epage2.nifty.co

m
/yasunas/

（投
稿
Ｋ
）
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◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
改
ざ
ん
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
日
新
聞
対
決

エ
ビ
様
や
め
た
か
ら
っ
て
ダ
メ
！

◎
ス
キ
ミ
ン
グ
犯
罪

カ
ー
ド
を
持
っ
て
歩
け
な
い

防
ぎ
よ
う
が
な
い
も
の
か

◎
九
条
改
憲

今
一
番
大
事
な
こ
と

疑
問
を
あ
つ
く
語
ろ
う

休
憩
室

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
対
策
が
大
切



ル
ネ
サ
ス
の

春
闘
は
ど
う
な
る

こ
の
４
月
１
日
か
ら
導
入

さ
れ
る
新
処
遇
制
度
で
の
春

闘
と
言
わ
れ
て
い
る
。
昇
給

原
資
は
春
闘
で
決
め
る
と
説

明
が
あ
っ
た
が
具
体
的
に

「
要
求
書
」
で
判
り
や
す
く

説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
制
度
で
の
「
相
対
評
価
」

に
よ
る
と
、
各
人
が
成
果
を

上
げ
た
と
し
て
も
「
普
通
」

の
評
価
に
な
る
と
、
各
人
の

昇
給
が
な
く
な
る
事
が
予
想

さ
れ
る
。
会
社
説
明
で
は
、

平
均
的
な
昇
給
は
「
±
０
号

俸
と+

１
号
俸
の
間
」
で
あ
っ

た
が
、
各
人
に
適
用
さ
れ
る

時
に
は
、
昇
給
が
０
円
か
７

０
０
０
円
（
基
幹
職
）
と
な
っ

て
し
ま
う
。

（
Ｙ
）

賃
上
げ
は
必
要

組
合
の
生
活
実
態
調
査
で

は
、
貯
蓄
を
取
り

崩
し
て
い
る
家
庭

が
中
高
年
で
４
割

位
に
な
っ
て
お
り
、

実
質
賃
金
の
維
持

向
上
が
最
も
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
介
護
保
険
料

や
税
金
の
値
上
げ

が
予
定
さ
れ
、
実

質
賃
金
が
さ
ら
に

低
下
し
て
し
ま
う
。

職
場
で
は
人
員
が

減
っ
て
、
納
期
や

品
質
も
厳
し
い
な

か
で
忙
し
く
働
い

て
い
る
私
た
ち
に
、
元
気
の

出
る
賃
金
昇
給
や
一
時
金
を

要
求
し
勝
ち
取
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

（
Ｋ
）

ト
イ
レ
の

改
善
を
願
う

人
間
の
願
い
は
ど
ん
ど
ん

発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
以

前
は
ト
イ
レ
は
す
べ
て
和
式

だ
っ
た
。
妊
娠
し
た
時
、
洋

式
ト
イ
レ
が
あ
る
と
い
い
の

に
と
切
に
思
っ
て
い
た
ら
今

は
、
障
害
者
用
に
て
す
り
の

つ
い
た
洋
式
ト
イ
レ
ま
で
あ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

今
度
は
、
来
客
用
に
は
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る

が
従
業
員
用
に
は
な
い
。
わ

た
し
た
ち
の
使
う
ト
イ
レ
に

も
、
ぜ
ひ
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

が
欲
し
い
と
思
う
の
は
わ
た

し
だ
け
だ
ろ
う
か
。

Ｍ
子

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

職
場
に
「
新
処

遇
制
度
」
の
職
能

等
級
定
義
書
が
全

員
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら

各
人
の
処
遇
が
決
ま
る
わ

け
で
す
が
、
お
お
い
に
検

討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
一
緒
に

考
え
て
行
き
ま
し
ょ
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。

体育館・寮の跡地に
マンション建設が始まる

武蔵事業所の再開発に伴って売却さ

れた「幹部社宅跡地、体育館、若葉東

寮」の土地（7824.22㎡）に１３階建

てマンション「クレストフォルム武蔵野

ガーデンコート」（面積3709.31㎡、延

べ面積20,645.86㎡）高さ38.73mが０４

年１１月１５日着工、０６年５月３１

日完成の予定で、建設が始まりました。

モデルルームは旧誠心寮跡地に既に完

成しています。工事車両の往来も多く

なることが予想されるので、通勤時に

は注意しましょう。 （Ｔ）

編集後記


